
 

 

平成 22 年度予算 新規評価実施箇所総括表（維持系） 

 
1. 道 路 課 

2. 港 湾 課 
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1. 道 路 課 

 



公共事業新規評価調書

判断

評価指標：道路の役割

教育
施設
（小・
中学
校・高
校）

市役
所･役
場・ま
たは
公共
施設

病院 集会
場

福祉
施設

駅・公
園等

商店
街

バス
路線

防災
施設

施設
数計

施設数
による
点数

迂回路
無し

迂回距
離が２
km以上
追加

迂回路
有り

迂回路
による
点数

百万円 該当要件に○を記入 (80) 該当要件に○を記入 (20) (100) 該当要件に○を記入(60) 該当要件に○を記入(80) (80) (20) (100) (60) 箇所数を記入 (60) (60) (40) (0) (60) (60) (30) (20) (20) (20) (10) (30) (10) (10) (10) (100)

佐賀 1 国 ２６３号 佐賀市
三瀬村
三瀬

12.0    H23 ○ 80 0 80 ○ 60 9,678 15 75 1 1 40 60 60 60 30 30 10 10 10 100 A B A Ⅰ

佐賀 2 国 ２６３号 佐賀市
大和町
松瀬

12.0    H22 ○ 80 0 80 ○ 60 6,616 15 75 1 1 40 60 60 60 30 30 10 10 10 100 A B A Ⅰ

佐賀 3 国 ２６３号 佐賀市
三瀬村
藤原

30.0    H22 ○ 80 0 80 ○ 60 9,678 15 75 1 1 40 60 60 60 30 30 10 10 10 100 A B A Ⅰ

佐賀 4 一 三瀬栗並線 佐賀市
富士町
古湯

16.0    H23 ○ 80 0 80 ○ ○ 60 345 0 60 1 1 1 60 40 40 60 10 10 0 70 A B B Ⅱ

佐賀 5 主 厳木富士線 佐賀市
富士町
苣木

86.0    H22 ○ 80 0 80 ○ 60 696 10 70 1 1 40 60 60 60 20 20 10 10 90 A B A Ⅰ

佐賀 6 主 小城富士線 佐賀市
富士町
上熊川

70.0    H22 ○ 80 0 80 ○ 60 125 0 60 0 60 60 60 10 10 10 10 80 A B A Ⅰ

神埼 7 主 佐賀脊振線 脊振町 服巻 12.3    H21 ○ 80 0 80 ○ 60 510 10 70 0 40 40 40 20 20 0 60 A B B Ⅱ

神埼 8 一
脊振山公園線
(1工区)

背振町 服巻 20.0    H23 ○ 80 0 80 ○ 60 849 10 70 0 60 60 60 10 10 0 70 A B B Ⅱ

神埼 9 一
脊振山公園線
(2工区)

背振町 服巻 20.0    H23 ○ 80 0 80 ○ 60 849 10 70 0 60 60 60 10 10 0 70 A B B Ⅱ

鳥栖 10 主 中原三瀬線 上峰町 堤 15.0    H22 ○ 80 0 80 ○ 60 5,535 15 75 1 20 40 40 60 20 20 0 80 A B A Ⅰ

鳥栖 11 一
九千部山公園線
(3工区)

鳥栖市 河内町 12.0    H22 ○ 80 0 80 ○ 60 475 0 60 1 1 1 60 40 40 60 10 10 10 10 80 A B A Ⅰ

鳥栖 12 一
九千部山公園線
(4工区)

鳥栖市 河内町 20.0    H22 ○ 80 0 80 ○ 60 475 0 60 1 1 1 60 40 40 60 10 10 10 10 80 A B A Ⅰ

唐津 13 一 千々賀神田線 唐津市 神田 25.0    H23 ○ 80 0 80 ○ ○ 80 9,415 15 95 0 40 40 40 20 20 0 60 A A B Ⅰ

唐津 14 一
鎮西唐津線
(1工区)

唐津市
鎮西町
塩鶴

25.0    H23 ○ 80 0 80 ○ ○ 80 4,751 15 95 1 1 40 0 40 20 20 10 10 70 A A B Ⅰ

唐津 15 一
鎮西唐津線
(2工区)

唐津市
鎮西町
塩鶴

18.0    H23 ○ 80 0 80 ○ ○ 80 4,751 15 95 1 1 40 0 40 20 20 10 10 70 A A B Ⅰ

唐津 16 主 肥前呼子線 玄海町 長倉 18.0    H23 ○ 80 0 80 ○ 60 1,244 10 70 1 20 60 60 60 10 10 0 70 A B B Ⅱ

唐津 17 一 今村枝去木線 唐津市
鎮西町
石室

38.0    H22 ○ 80 0 80 ○ 60 4,558 15 75 1 20 40 40 60 10 10 0 70 A B B Ⅱ

武雄 18 一 川古平山上線 武雄市
若木町
本部

66.0    H22 ○ 80 0 80 ○ 60 585 10 70 1 1 40 40 40 60 10 10 10 10 80 A B A Ⅰ

武雄 19 一 久間白石線 白石町 迎田 18.0    H22 ○ 80 0 80 ○ 60 1,285 10 70 1 20 40 40 60 10 10 10 10 80 A B A Ⅰ

武雄 20 主 嬉野山内線 武雄市
山内町
犬走

100.0   H25 ○ 80 0 80 ○ ○ ○ 80 4,784 15 95 1 1 1 60 40 40 60 20 20 10 10 90 A A A Ⅰ

鹿島 21 国 444号(1工区) 鹿島市 山浦 17.0    H24 ○ 80 0 80 ○ 60 2,514 10 70 1 1 40 60 60 60 20 20 10 10 90 A B A Ⅰ

鹿島 22 国 444号(2工区) 鹿島市 山浦 70.0    H24 ○ 80 0 80 ○ 60 2,514 10 70 1 1 40 60 60 60 20 20 10 10 90 A B A Ⅰ

鹿島 23 国 444号(4工区) 鹿島市 山浦 20.0    H24 ○ 80 0 80 ○ 60 2,514 10 70 1 1 40 60 60 60 20 20 10 10 90 A B A Ⅰ

鹿島 24 国 444号(5工区) 鹿島市 山浦 35.0    H24 ○ 80 0 80 ○ 60 2,514 10 70 1 1 40 60 60 60 20 20 10 10 90 A B A Ⅰ

鹿島 25 一
嬉野下宿塩田線
(1工区)

嬉野市
塩田町
五町田

43.5    H24 ○ 80 0 80 ○ 60 2,466 10 70 2 1 1 1 5 60 40 40 60 20 20 0 80 A B A Ⅰ

鹿島 26 一
嬉野下宿塩田線
(2工区)

嬉野市
塩田町
五町田

18.8    H24 ○ 80 0 80 ○ 60 2,466 10 70 2 1 1 1 5 60 40 40 60 20 20 0 80 A B A Ⅰ

鹿島 27 一
嬉野下宿塩田線
(3工区)

嬉野市
塩田町
五町田

35.2    H24 ○ 80 0 80 ○ 60 2,466 10 70 2 1 1 1 5 60 40 40 60 20 20 0 80 A B A Ⅰ

鹿島 28 一
嬉野下宿塩田線
(4工区)

嬉野市
塩田町
五町田

31.0    H24 ○ 80 0 80 ○ 60 2,466 10 70 2 1 1 1 5 60 40 40 60 20 20 0 80 A B A Ⅰ

鹿島 29 一
嬉野下宿塩田線
(5工区)

嬉野市
塩田町
五町田

34.0    H24 ○ 80 0 80 ○ 60 2,466 10 70 2 1 1 1 5 60 40 40 60 20 20 0 80 A B A Ⅰ

鹿島 30 国 207号 太良町 伊福 15.0    H22 ○ 80 0 80 ○ 60 15,809 20 80 1 1 1 3 60 60 60 60 20 20 10 10 90 A A A Ⅰ

定性評価

自然環境保全 自然環境にできるだけ影響を与えない工法を選択した。

生活環境対策 排ガス対策機械の使用、建設副産物の適正処理、再生材の使用等を行う。

コスト縮減策 より経済的な工法を検討し採用する。現場発生材の有効活用、再生材の使用等、より安価な材料を使用する。

そ　 の　 他

事業目的
豪雨時や地震時において、崩壊、落石、地すべり、土石流のような土砂災害の発生が予想される危険性の高い斜面や法面について、落石防止
対策、土砂崩壊防止対策工事等を実施することにより、自然災害の発生を未然に防ぎ、通行車両の事故防止、及び物資等の運輸経路や緊急
車両等の通行経路の確保を図ることを目的とする。

事　業　名 道路防災対策事業
種　　　別 道　　　　　路 事　業　区　分 維　持　管　理

公 共 事 業 新 規 評 価 調 書 （維 持 系）
本部・部名 交通政策部 課　　　　　名 道路課

⑨斜面
表面の
浮き

石、転
石小の
落石等
が発生
し確認
された
箇所

⑩斜面
が既に
一部崩
壊して

いる、ま
たはそ
の恐れ
が認め
られる
箇所

⑪地す
べり現
象が進
行して
いる箇

所

⑫重要
構造物
（トンネ
ル、橋
梁）及
びその
周辺で
道路施
設の変
状が認
められ
る箇所

事

業

費

完

成

予

定

年

度

点数

点数計

半径１km以内の沿道施設状況による評価 迂回路の状況による評価

評価視点：必要性・効果

⑧波浪
の影響
を受け
る箇所
で、交
通に著
しく支障
を及ぼ
す恐れ
のある
箇所

事

業

地

通学路
の指定
の有無
及び今
後の整
備によ
る追加
指定の
有無

点数

評価指標：公共施設、沿道状況等

沿道状況による評価 点数小計

評価指標：交通量

現況交通
量（日当

たり）

事

務

所

名

箇

所

番

号

道

路

種

別

路

線

名

評価指標：緊急輸送路
・観光ルート

点数小計緊急輸
送道路
に位置
付けら
れてい
る道路

評価視点：実施環境評価視点：位置付け

評価指標：点検及びプログラム

①斜面
の表面
に浮

石、転
石の存
在する
箇所

②斜面
に崩壊
性の土
質、岩
質が存
在する
箇所

評価指標：損傷の程度

⑥軟弱
地盤上
に道路
盛土が
なされ
ており、
沈下等
の変状
が認め
られる
箇所

⑤地滑
り危険
箇所に
指定さ
れてい
るか、
地滑り
現象が
認めら
れる箇

所

⑦擁壁
等の既
設構造
物の基
礎部分
の変状
やクラッ
ク、ず
れ等の
変状が
認めら
れる箇

計

通行規
制区間

Ⅰ優先
的に事
業を実

施

Ⅱ事業
を実施

Ⅲ事業
実施を
見合わ
せる

主要幹
線（A)

幹線道
路

その他
国県道

観光地
と主要
幹線道
路を結
ぶ道路

点数計

評価

点数小計主要幹
線（B)

補助幹
線道路

渋滞対
策プロ
グラム
の渋滞
箇所

交通事
故多発
箇所

④斜面
に岩盤
が露出
してい
る箇所

点数

点数計

③既設
対策工
が老朽
化し、
効果が
発揮さ
れてい
ない箇

所

緊急点
検で対
策が必
要と判
断され
た箇所

Ｈ８道
路防災
総点検
要対策
箇所

橋梁の
２５ｔ荷
重化プ
ログラ
ム該当
橋梁

架設後
３０年を
経過し
た橋梁

前回塗
装後１０
年を経
過した
橋梁

様式３

1



自然環境にできるだけ影響を与えない工法を選択した。

排ガス対策機械の使用、建設副産物の適正処理、再生材の使用等を行う。

より経済的な工法を検討し採用する。現場発生材の有効活用、再生材の使用等、より安価な材料を使用する。

判断

評価指標：道路の役割

破断・変
形

舗装ひ
び割れ・
ポット
ホール

洗掘・傾
斜・沈

下・移動

教
育
施
設
（小
・中
学
校・
高
校）

市
役
所･
役
場・
また
は
公
共
施
設

病
院

集
会
場

福
祉
施
設

駅・
公
園
等

商
店
街

バス
路
線

防
災
施
設

施
設
数
計

施設
数に
よる
点数

迂回
路無

し

迂回
距離
が２
km以
上追
加

迂回
路有

り

迂回
路に
よる
点数

百万円 該当要件に○を記入 (80) 該当要件に○を記入 (20) (100) (60) (30) (60) (30) (60) (30) (60) (60) (60) (60) (40) (100) (60) 箇所数を記入 (60) (60) (40) (0) (60) (60) (30) (20) (20) (20) (10) (30) (10) (10) (10) (100)

武雄 1 国道２０７号 六角橋
江北町
白石町

下小田
東郷 80.0 H22 ○ 80 0 80 60 60 16,033 40 100 1 1 1 1 1 5 60 40 0 40 60 20 20 10 10 90 A Ａ A Ⅰ

ひび割
れが密

に発生し
ている

（ひび割
れ幅

0.2mm以
上、ひび
割れ間
隔50cm
未満）

ひび割
れが発
生してい

る

種　　　別 道　　　　　　路 事　業　区　分 維　持　管　理

点数

Ｈ８道
路防
災総
点検
要対
策箇
所

橋梁
の２５
ｔ荷重
化プ
ログ
ラム
該当
橋梁

架設
後３０
年を
経過
した
橋梁

前回
塗装
後１０
年を
経過
した
橋梁

緊急
点検
で対
策が
必要
と判
断さ
れた
箇所

Ⅰ優
先的
に事
業を
実施

Ⅱ事
業を
実施

Ⅲ事
業実
施を
見合
わせ
る

主要
幹線
（A)

幹線
道路

その
他国
県道

評価

点数
小計

主要
幹線
（B)

補助
幹線
道路

点数
計

評価視点：実施環境

半径１km以内の沿道施設状況による評価 迂回路の状況による評価

評価指標：
緊急輸送路
・観光ルート

点数
小計

緊急
輸送
道路
に位
置付
けら
れて
いる
道路

観光
地と
主要
幹線
道路
を結
ぶ道
路

箇
所
番
号

路
線
名

事
務
所

現況交
通量
（日当
たり）

通学
路の
指定
の有
無及
び今
後の
整備
によ
る追
加指
定の
有無

点数

点数
計

評価指標：公共施設、沿道状況等

沿道状況による評価

点数
小計

評価指標：
交通量

鉄筋が
露出し、
損傷面
積が大
きい(上
部工

0.1m2以
上、下部
工1m2
以上)

剥離の
み、また
は損傷
面積が
小さい
(上部工
0.1m2未
満、下部
工1m2
未満)

点数

点数
計

評価指標：点検及びプログラム

桁や高
欄等が
腐蝕や
車の衝
突によ
り、破

断・変形
している

ひび割
れ幅が
大きい
(幅5mm
以上)
ポット
ホール
(局部的
な穴)が

ある

橋梁下
部工が
流水等
のため、
洗掘、傾
斜、沈下
または

移動して
いる

計

通行
規制
区間

渋滞
対策
プロ
グラ
ムの
渋滞
箇所

交通
事故
多発
箇所

腐蝕・塗装劣化

全
体
額

評価視点：位置付け

評価指標：損傷の程度

腐蝕に
より、断
面欠損
がある。
(腐蝕に
より鋼材
表面が

膨張して
いるか、
腐蝕部
が消失

して部材
断面が

減少して
いる)

表面錆
や塗装
のはが
れが見
られ、前
回塗装
より概ね
７年以上
経過して

いる

本部・部名

橋
梁
名

ひび割れ 剥離・鉄筋露出

完
成
予
定
年
度

評価視点：必要性・効果

事
業
地

地域活力基盤創造交付金事業（橋梁補修）

公 共 事 業 新 規 評 価 調 書 （維 持 系）

公共事業新規評価調書

そ　 の　 他

事業目的
交通車両の繰り返し荷重、風雨や日射などの厳しい気象作用を受けて劣化・損傷が生じている橋梁について、適切な補修・補強を実施し、施設の延命化
を図るものである。また、平成17年度より実施している「緊急輸送道路の橋梁耐震補強3箇年プログラム」のマニュアルに基づき、対象橋梁（S55以前の
示方書により建設された橋梁)について、耐震補強を実施し、道路網の信頼性確保を図る。

定性評価

自然環境保全

生活環境対策

コスト縮減策

交通政策部 課　　　　名 道　路　課
事　業　名

様式３－２

2



自然環境にできるだけ影響を与えない工法を選択した。

排ガス対策機械の使用、建設副産物の適正処理、再生材の使用等を行う。

より経済的な工法を検討し採用する。現場発生材の有効活用、再生材の使用等、より安価な材料を使用する。

判断

評価指標：道路の役割

破断・変
形

舗装ひ
び割れ・
ポット
ホール

洗掘・傾
斜・沈

下・移動

教
育
施
設
（小
・中
学
校・
高
校）

市
役
所･
役
場・
また
は
公
共
施
設

病
院

集
会
場

福
祉
施
設

駅・
公
園
等

商
店
街

バス
路
線

防
災
施
設

施
設
数
計

施設
数に
よる
点数

迂回
路無

し

迂回
距離
が２
km以
上追
加

迂回
路有

り

迂回
路に
よる
点数

百万円 該当要件に○を記入 (80) 該当要件に○を記入 (20) (100) (60) (30) (60) (30) (60) (30) (60) (60) (60) (60) (40) (100) (60) 箇所数を記入 (60) (60) (40) (0) (60) (60) (30) (20) (20) (20) (10) (30) (10) (10) (10) (100)

佐賀 1 多久江北線 羽佐間橋 多久市
東多久
町 34.0 H22 ○ 80 0 80 30 30 60 4,035 30 90 2 6 3 1 1 13 60 40 40 60 20 20 10 10 90 A A A Ⅰ

唐津 2 厳木富士線 立草大橋 唐津市
厳木町
広瀬 34.0 H23 ○ 80 0 80 30 30 30 60 60 2,047 20 80 1 1 2 40 0 0 40 20 20 10 10 70 A A B Ⅰ

唐津 3 平山相知線 出逢橋 唐津市 相知町 20.0 H22 ○ 80 0 80 30 30 30 60 60 2,090 20 80 60 2 2 1 1 1 1 8 60 0 0 60 20 20 0 80 A A Ａ Ⅰ

鹿島 4 国道207号 土井外橋 鹿島市 音成 20.0 H22 ○ ○ 80 0 80 30 30 60 15,809 40 100 1 1 20 60 60 60 20 20 10 10 90 A A A Ⅰ

種　　　別 道　　　　　　路 事　業　区　分 維　持　管　理

公 共 事 業 新 規 評 価 調 書 （維 持 系）

公共事業新規評価調書

そ　 の　 他

事業目的
交通車両の繰り返し荷重、風雨や日射などの厳しい気象作用を受けて劣化・損傷が生じている橋梁について、適切な補修・補強を実施し、施設の延命化
を図るものである。また、平成17年度より実施している「緊急輸送道路の橋梁耐震補強3箇年プログラム」のマニュアルに基づき、対象橋梁（S55以前の
示方書により建設された橋梁)について、耐震補強を実施し、道路網の信頼性確保を図る。

定性評価

自然環境保全

生活環境対策

コスト縮減策

本部・部名

橋
梁
名

ひび割れ 剥離・鉄筋露出 腐蝕・塗装劣化

全
体
額

評価視点：位置付け

評価指標：損傷の程度

腐蝕に
より、断
面欠損
がある。
(腐蝕に
より鋼材
表面が

膨張して
いるか、
腐蝕部
が消失

して部材
断面が

減少して
いる)

表面錆
や塗装
のはが
れが見
られ、前
回塗装
より概ね
７年以上
経過して

いる

交通
事故
多発
箇所

完
成
予
定
年
度

点数

点数
計

評価指標：点検及びプログラム

桁や高
欄等が
腐蝕や
車の衝
突によ
り、破

断・変形
している

ひび割
れ幅が
大きい
(幅5mm
以上)
ポット
ホール
(局部的
な穴)が

ある

橋梁下
部工が
流水等
のため、
洗掘、傾
斜、沈下
または

移動して
いる

剥離の
み、また
は損傷
面積が
小さい
(上部工
0.1m2未
満、下部
工1m2
未満)

計

通行
規制
区間

渋滞
対策
プロ
グラ
ムの
渋滞
箇所

評価視点：必要性・効果

事
業
地

現況交
通量
（日当
たり）

通学
路の
指定
の有
無及
び今
後の
整備
によ
る追
加指
定の
有無

点数

点数
計

評価指標：公共施設、沿道状況等

沿道状況による評価

点数
小計

評価指標：
交通量

箇
所
番
号

路
線
名

事
務
所

緊急
輸送
道路
に位
置付
けら
れて
いる
道路

観光
地と
主要
幹線
道路
を結
ぶ道
路

点数
計

評価視点：実施環境

半径１km以内の沿道施設状況による評価 迂回路の状況による評価

Ⅰ優
先的
に事
業を
実施

Ⅱ事
業を
実施

Ⅲ事
業実
施を
見合
わせ
る

主要
幹線
（A)

幹線
道路

その
他国
県道

評価

点数
小計

主要
幹線
（B)

補助
幹線
道路

評価指標：
緊急輸送路
・観光ルート

点数
小計

道路橋りょう保全（橋梁保全）事業

点数

Ｈ８道
路防
災総
点検
要対
策箇
所

橋梁
の２５
ｔ荷重
化プ
ログ
ラム
該当
橋梁

架設
後３０
年を
経過
した
橋梁

前回
塗装
後１０
年を
経過
した
橋梁

緊急
点検
で対
策が
必要
と判
断さ
れた
箇所

ひび割
れが密

に発生し
ている

（ひび割
れ幅

0.2mm以
上、ひび
割れ間
隔50cm
未満）

ひび割
れが発
生してい

る

鉄筋が
露出し、
損傷面
積が大
きい(上
部工

0.1m2以
上、下部
工1m2
以上)

交通政策部 課　　　　名 道　路　課
事　業　名

様式３－２

3



平成22年度予算　新規評価実施箇所総括表（維持系） （様式２）

道路課

1 道路 維持管理 道路防災対策事業 国道２６３号  佐賀市三瀬村三瀬 ABA Ⅰ H22当初 12.0          3.4           H23

2 道路 維持管理 道路防災対策事業 国道２６３号  佐賀市大和町松瀬 ABA Ⅰ H22当初 12.0          12.0          H22

3 道路 維持管理 道路防災対策事業 国道２６３号  佐賀市三瀬村藤原 ABA Ⅰ H22当初 30.0          30.0          H22

4 道路 維持管理 道路防災対策事業 三瀬栗並線  佐賀市富士町古湯 ABB Ⅱ H22当初 16.0          3.0           H23

5 道路 維持管理 道路防災対策事業 厳木富士線  佐賀市富士町苣木 ABA Ⅰ H22当初 86.0          86.0          H22

6 道路 維持管理 道路防災対策事業 小城富士線  佐賀市富士町上熊川 ABA Ⅰ H22当初 70.0          70.0          H22

7 道路 維持管理 道路防災対策事業 佐賀脊振線  神埼市脊振町服巻 ABB Ⅱ H22当初 10.0          10.0          H22

8 道路 維持管理 道路防災対策事業  脊振山公園線(1工区)  神埼市脊振町服巻 ABB Ⅱ H22当初 20.0          18.0          H23

9 道路 維持管理 道路防災対策事業  脊振山公園線(2工区)  神埼市脊振町服巻 ABB Ⅱ H22当初 20.0          -            H23

10 道路 維持管理 道路防災対策事業 中原三瀬線 三養基郡上峰町堤 ABA Ⅰ H22当初 15.0          15.0          H22

11 道路 維持管理 道路防災対策事業  九千部山公園線(3工区) 鳥栖市河内町 ABA Ⅰ H22当初 12.5          12.5          H22

12 道路 維持管理 道路防災対策事業  九千部山公園線(4工区) 鳥栖市河内町 ABA Ⅰ H22当初 20.0          20.0          H22

13 道路 維持管理 道路防災対策事業 千々賀神田線 唐津市神田 AAB Ⅰ H22当初 25.0          5.0           H23

14 道路 維持管理 道路防災対策事業  鎮西唐津線(1工区)  唐津市鎮西町塩鶴 AAB Ⅰ H22当初 25.0          5.0           H23

15 道路 維持管理 道路防災対策事業  鎮西唐津線(2工区)  唐津市鎮西町塩鶴 AAB Ⅰ H22当初 18.0          5.0           H23

16 道路 維持管理 道路防災対策事業 肥前呼子線 東松浦郡玄海町長倉 ABB Ⅱ H22当初 18.0          5.0           H23

17 道路 維持管理 道路防災対策事業 今村枝去木線  唐津市鎮西町石室 ABB Ⅱ H22当初 38.0          9.0           H23

完成
予定
年度

評価 予算化等状況
総事業費
（百万円）

平成22年度
事業費

（百万円）

1路線に複数工区がある場合、事
業化は路線単位で行うが、新規評
価は総事業費が1千万円を超える
工区ごとに一括して行っている。

No. 種別 事業区分 事業名 備考路河川・地区名等 判断施工箇所
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平成22年度予算　新規評価実施箇所総括表（維持系） （様式２）

完成
予定
年度

評価 予算化等状況
総事業費
（百万円）

平成22年度
事業費

（百万円）
No. 種別 事業区分 事業名 備考路河川・地区名等 判断施工箇所

18 道路 維持管理 道路防災対策事業 川古平山上線  武雄市若木町本部 ABA Ⅰ H22当初 66.0          66.0          H22

19 道路 維持管理 道路防災対策事業 久間白石線 杵島郡白石町辺田 ABA Ⅰ H22当初 18.0          18.0          H22

20 道路 維持管理 道路防災対策事業 嬉野山内線  武雄市山内町犬走 AAA Ⅰ H22当初 100.0        10.0          H25

21 道路 維持管理 道路防災対策事業 国道４４４号(1工区) 鹿島市山浦 ABA Ⅰ H22当初 17.0          1.5           H24

22 道路 維持管理 道路防災対策事業 国道４４４号(2工区) 鹿島市山浦 ABA Ⅰ H22当初 70.0          14.2          H24

23 道路 維持管理 道路防災対策事業 国道４４４号(4工区) 鹿島市山浦 ABA Ⅰ H22当初 20.0          1.5           H24

24 道路 維持管理 道路防災対策事業 国道４４４号(5工区) 鹿島市山浦 ABA Ⅰ H22当初 35.0          2.3           H24

25 道路 維持管理 道路防災対策事業  嬉野下宿塩田線(1工区)  嬉野市塩田町五町田 ABA Ⅰ H22当初 43.5          -            H24

26 道路 維持管理 道路防災対策事業  嬉野下宿塩田線(2工区)  嬉野市塩田町五町田 ABA Ⅰ H22当初 18.8          -            H24

27 道路 維持管理 道路防災対策事業  嬉野下宿塩田線(3工区)  嬉野市塩田町五町田 ABA Ⅰ H22当初 35.2          35.2          H24

28 道路 維持管理 道路防災対策事業  嬉野下宿塩田線(4工区)  嬉野市塩田町五町田 ABA Ⅰ H22当初 31.0          0.3           H24

29 道路 維持管理 道路防災対策事業  嬉野下宿塩田線(5工区)  嬉野市塩田町五町田 ABA Ⅰ H22当初 34.0          0.5           H24

30 道路 維持管理 道路防災対策事業 国道２０７号 藤津郡太良町伊福 AAA Ⅰ H22当初 15.0          15.0          H22

31 道路 維持管理
地域活力基盤創造交付金事業
（橋梁補修）

国道２０７号（六角橋）
杵島郡江北町下小田
杵島郡白石町東郷

AAA Ⅰ H22当初 80.0          80.0          H22

32 道路 維持管理
道路橋りょう保全（橋梁保全）事
業

多久江北線（羽佐間橋） 多久市東多久町 AAA Ⅰ H22当初 34.0          34.0          H22

33 道路 維持管理
道路橋りょう保全（橋梁保全）事
業

厳木富士線（立草大橋） 唐津市厳木町広瀬 AAB Ⅰ H22当初 34.0          20.0          H23

34 道路 維持管理
道路橋りょう保全（橋梁保全）事
業

平山相知線（出逢橋） 唐津市相知町 AAA Ⅰ H22当初 20.0          20.0          H22

35 道路 維持管理
道路橋りょう保全（橋梁保全）事
業

国道２０７号（土井外橋） 鹿島市音成 AAA Ⅰ H22当初 20.0          20.0          H22

1路線に複数工区がある場合、事
業化は路線単位で行うが、新規評
価は総事業費が1千万円を超える
工区ごとに一括して行っている。
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2. 港 湾 課 



自然環境にできるだけ影響を与えない工法を選定する。

排出ガス対策型機械を使用する。

より経済的な工法を検討し採用する。

注）（　　）内の数字は満点  

目視によ
る破損個
所の有無
及び、錆
の割合、
土砂の堆
積状況

小計
施設の
機能

小計

港湾の
施設の
技術上
の基準
等との
適合

小計
当該施
設利用
の実績

小計

損個所
が多く
利用に
与える
支障度
割合い

小計

地元関
係者・
利用者
の協

力・要
望

小計

施設の
代替施
設が有
るのか

小計

(60) (60) (40) (40) (100) (60) (60) (40) (40) (100) (60) (60) (20) (20) (20) (20) (100)

1
唐津港（二夕子地区）
浮桟橋

唐津市 二夕子 30.0       H22 60 60 40 40 100 60 60 40 40 100 60 60 20 20 20 20 100 AAA Ⅰ

2
唐津港（東港地区）
東港大島船溜まり

唐津市 東大島 20.0       H22 60 60 30 30 90 60 60 30 30 90 60 60 20 20 20 20 100 AAA Ⅰ

3
唐津港（大島地区）
大島ふ頭岸壁

唐津市 西大島 49.0       H22 60 60 30 30 90 60 60 40 40 100 60 60 20 20 20 20 100 AAA Ⅰ

4
唐津港（妙見地区）
妙見３号岸壁

唐津市 中瀬通 20.0       H22 60 60 30 30 90 60 60 40 40 100 60 60 20 20 20 20 100 AAA Ⅰ

5
大浦港（野崎地区）
野崎堤防

太良町 大浦 13.5       H22 60 60 40 40 100 60 60 40 40 100 60 60 20 20 20 20 100 AAA Ⅰ

6
住ノ江港（芦刈地区）
１号物揚場

小城市 芦刈町 16.0       H22 60 60 30 30 90 60 60 40 40 100 40 40 20 20 20 20 80 AAA Ⅰ

7
諸富港（石塚地区）
２号桟橋

佐賀市 諸富町 19.0       H22 60 60 30 30 90 60 60 40 40 100 60 60 20 20 20 20 100 AAA Ⅰ

評価指標：利
用への支障度

評価指標：地元関
係者・利用者の協力

要請

評価指標：代
替施設の有無

計

評価視点：実施環境

評価 判断

市町村名 大字等

総事業費

（百万
円）

評価指標：危険
度判定（施設の現

況）

評価指標：危険
度判定（機能判

定）

計

完成
予定
年度

評価視点：位置付け 評価視点：必要性・効果

評価指標：構造
上の課題

評価指標：利
用度の頻度

計
箇所
番号

路河川名及び
地区・箇所名

所　在　地

定性評価

自然環境保全

生活環境対策

コスト縮減策

そ　 の 　他

事業目的 当該浮桟橋は、強風により渡橋が落橋し、利用出来ない状況であり、利用者から早期復旧の要望もあることから、補修を行い施設の復旧を図る。

種　　　別 港　湾 維持管理事　業　区　分

公 共 事 業 新 規 評 価 調 書 （維 持 系）
本部・部名 交通政策部 港湾課課　　　　　名

事　業　名 港湾整備事業

1



平成22年度予算　新規評価実施箇所総括表（維持系） （様式２）

完成
予定
年度

評価 予算化等状況
総事業費
（百万円）

平成22年度
事業費

（百万円）
No. 種別 事業区分 事業名 備考路河川・地区名等 判断施工箇所

港湾課

36 港湾 維持管理 港湾整備事業
唐津港（二夕子地区）
浮桟橋

唐津市二タ子 AAA Ⅰ H22当初 30.0          30.0          H22

37 港湾 維持管理 港湾整備事業
唐津港（東港地区）
東港大島船溜まり

唐津市東大島 AAA Ⅰ H22当初 20.0          20.0          H22

38 港湾 維持管理 港湾整備事業
唐津港（大島地区）
大島ふ頭岸壁

唐津市西大島 AAA Ⅰ H22当初 49.0          18.0          H23

39 港湾 維持管理 港湾整備事業
唐津港（妙見地区）
妙見３号岸壁

唐津市中瀬通 AAA Ⅰ H22当初 20.0          20.0          H22

40 港湾 維持管理 港湾整備事業
大浦港（野崎地区）
野崎堤防

藤津郡太良町大浦 AAA Ⅰ H22当初 13.5          13.5          H22

41 港湾 維持管理 港湾整備事業
住ノ江港（芦刈地区）
１号物揚場

小城市芦刈町 AAA Ⅰ H22当初 16.0          16.0          H22

42 港湾 維持管理 港湾整備事業
諸富港（石塚地区）
２号桟橋

佐賀市諸富町 AAA Ⅰ H22当初 19.0          19.0          H22
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